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こ
れ
は
、
国
内
の
子
ど

も
た
ち
の
間
で
多
い
ト
ラ

ブ
ル
の
事
例
で
す
。

　
現
在
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
携
帯
電
話
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
携
帯
型
ゲ
ー
ム

機
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ

な
ど
様
々
な
機
器
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら

で
も
簡
単
に
知
人
や
不
特

【
問
合
先
】
　
学
校
教
育
課
　
☎
0
9
7
8
ー
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ー
0
0
6
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だ
よ
り

育
の

里

教

定
多
数
の
人
に
、
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
便
利
に
な
っ
た
反
面
、

そ
の
手
軽
さ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
間
で
心
配

な
事
象
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
国
東
市
で
も
、
似
た
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
子
も
こ
う

し
た
事
例
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
態
で
使
用
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

生
活
に
必
要
な
道
具
で
あ
り
、
正
し
く
使
え

ば
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
正
し
く
怖
が
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
学
校
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
指
導

し
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
習
会
や
、
道
徳
お

よ
び
各
教
科
で
学
習
し
て

い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

で
も
、
教
職
員
向
け
の
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
は
、
家
庭
内
で
の
ル
ー

ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

守
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

も
見
守
り
を
お
願
い
し
ま

す
。
学
校
と
連
携
し
た

ル
ー
ル
づ
く
り
で
あ
れ
ば

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

ご
家
族
で
お
読
み
く
だ
さ
い

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
ネ
ッ
ト
利
用
の
た
め
に

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
使
用
時
の
ト
ラ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
で
の
悪
口
、
な
か
ま
は
ず
し

写
真
や
映
像
の
安
易
な
投
稿

悪
ふ
ざ
け
と
ウ
ケ
ね
ら
い
の
投
稿

ネ
ッ
ト
で
の
見
知
ら
ぬ
人
と
の
出
会
い

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

ネ
ッ
ト
依
存
症

▲小学５、６年生を対象にした外部講師によるネット
　安全授業（10月９日・武蔵東小学校）
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
特
に
注
意
す
る
こ
と

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
言
動
は
脅
迫

罪
や
名
誉
棄
損
、
侮
辱
罪
、
威
力

業
務
妨
害
、
肖
像
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
な
ど
法
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
よ
い
情
報
は
、
誰

に
で
も
見
せ
ら
れ
る
情
報
だ
け
で
す
。

P
S
機
能
を
持
つ
機
器
で
撮
影
さ

れ
た
画
像
に
は
「
位
置
情
報
」
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
情

報
を
も
と
に
個
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
掲
載
さ
れ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
に
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
し

た
情
報
は
、
絶
対
に
消
し
去
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
限
定
し
た
人
に
送
っ
た

情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
が
文
章
や
画
像

を
そ
の
ま
ま
ブ
ロ
グ
や
別
の
サ
イ
ト
に
公
開

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
特
に
、
ど
ん
な
に

好
き
な
相
手
で
も
、
ど
ん
な
に
親
し
い
相
手

イG一　
子
ど
も
は
、
失
敗
を
し
ま
す
。
そ
れ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
正
し
く
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
機
器
を
手
渡
す
時
、

こ
う
し
た
認
識
と
責
任
も
一
緒
に
伝
え
、
意
識
さ
せ

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
も
、
他
人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
写
真
を

送
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

料
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー
広
告
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
高
額
な
料
金
を
請
求

さ
れ
る
サ
イ
ト
や
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
る

サ
イ
ト
な
ど
、
悪
意
の
あ
る
サ
イ
ト
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
の
使
用
は
、
様
々
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

依
存
症
と
な
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す

だ
け
で
な
く
、
幻
聴
や
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
た

り
、
現
実
と
仮
想
の
境
目
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

童
生
徒
が
使
用
す
る
機
器
に
は
、
有

害
情
報
を
遮
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機

能
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
接
続
の

仕
方
に
よ
っ
て
は
、
機
能
し
な
い
場
合
が
あ

る
こ
と
も
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 児 長 無

農業クラブ全国大会へ２名出場

まちの話題

　７月に行われた大分県学校農業クラブ大会に出場し、最高位の
「最優秀」を獲得した国東高校の部活動「農業クラブ」の生徒２
人が、市長に報告に訪れました。この大会は、農業の知識や技術
を記述式で答える「農業鑑定」といわれる種目で、農業の部に出
場した足立智宏さん（３年）と園芸の部に出場した森江舞さん
（２年）のＷ受賞は初めてのこと。２人は10月下旬に沖縄県で
開催された全国大会にも出場しました。

チームワーク抜群の野球人、九州大会へ
　50歳以上で構成する市内の野球チーム「国東半島クラブ」のメ
ンバー４人が市役所を訪れ、11月下旬に鹿児島県で開催される
「全九州実年軟式野球大会」の出場報告をしました。　
　国東半島クラブは９月の県大会で初優勝。九州大会ではベスト４
以上を目標にしたいと意気込みを語りました。

三浦梅園の遺墨を寄贈
　武蔵町古市の書家、牧 泰濤さんが、「国東市の文化発展のために活用して
いただきたい」と、牧さんの父、学さんが収集していた三浦梅園書の漢詩掛け
軸など遺墨３点を寄贈しました。これを記念して、国東市歴史資料館では「梅
園遺墨寄贈品展と牧学コレクション展」を12月14日(日)まで開催しています。

学んで健康寿命を延ばそう
　10月１日、西安岐地区活性化協議会(徳丸幸治会長)の主催で、
西安岐地区健康づくり塾が開催されました。「みんなで取り組
もう健康づくり！」をテーマに、友成有希保健師（安岐総合支
所）による生活習慣病の予防対策やストレッチ体操の指導、国
東市健康づくり計画の紹介などがあり、参加した約70名の皆さ
んは熱心に話を聞いていました。

心も体も満腹に
　10月19日、安岐町の梅園の里を主会場に「両子谷
まんぷく祭」が開催され、来場者は富永子ども神楽ク
ラブのステージ発表や「猪嚇(ししおど)し絶叫大会」
など数々のイベントを楽しみました。初開催の「ち
びっこ相撲大会」には、たくさんの小学生が参加し、
特設の土俵で力比べをして会場を沸かせました。

▲足立さん(左)と森江さん

▲左から小出英樹さん、帯刀晃司さん、市長、主将の松本雄二さん、松成道彦さん

▲市長に遺墨を渡す牧さん（左）

広報室からのお知らせ

イベントの報道発表をお手伝いします

【問合先】広報室　☎０９７８－７３－０２００

　地域の行事や企業・団体が開催する祭りやボランティア活動などを、新聞社やテレビ局に
情報提供したいと考えている代表者や事務局のみなさん、広報室では「報道発表」として、
県内の報道機関へ一斉にＦＡＸをいたします。
　希望される場合は、所定の用紙に記載して開催日の10日以上前に、広報室（ケーブルテ
レビセンター内）に提出してください。情報をお待ちしています。
　報道依頼の用紙は、広報室窓口、または国東市ホームページからダウンロードできます。
※政治・宗教・営利目的は受付できません。取材の有無は報道各社の判断によります。


